
―――最近のクレアの動きを短くまとめて紹介します―――最近のクレアの動きを短くまとめて紹介します

５月９日にニューヨーク・マンハッタンで、ジャパンパレード アンド ストリートフェアが開催されました。５回目の開催と
なる今年は、途中から強い雨に見舞われたものの、５万人が来場するにぎわいを見せました。クレアニューヨーク事務所は昨年
に続きブースを出展し、日本政府観光局（JNTO）などと連携しながら、日本各地の観光情報をアピールしました。当事務所のブー
スには、来日時の思い出を語る人、日本への旅行計画を立てている人、スキーや温泉など特定の観光情報を探している人など多
くの人が立ち寄り、観光地としての日本の魅力が現地で浸透していることを改めて実感しました。東京、大阪、京都を結ぶゴー
ルデンルート以外の隠れた名所を探し求めている人が多かった点も印象的でした。
また、今年ニューヨーク・タイムズ紙による「2026 年に行くべき 52カ所」に選定された長崎県や沖縄県も本イベントに参

加し、パレードやブース出展を
通して、両県の多彩な魅力を紹
介しました。当事務所の職員が
支援に入った長崎県のブースで
は、長崎の名所があしらわれた
Tシャツやブックマークが来場
者の人気を集めました。
当事務所では、今後も日本

の地方自治体の海外プロモー
ションを幅広く支援してまい
ります。

４月 11 日から 12 日にかけて、ストラスブールで「Japan Week-end」が開催されました。今年で５回目を迎える本イ
ベントは、日本の文化とスポーツの普及を目的としており、約２万人の来場者が訪れます。12 日には駅伝が行われ、今年は
600 を超えるチーム、約 3,000 人のランナーが襷をつなぎました。参加するランナーは年々増加しており、今回は過去最高
を記録したようです。
特設ステージでは太鼓やソーラン節などが披露され、出展ブースでは漫画や着物のほか、たこ焼きやラーメンなどの日本食

も販売されました。さらに、将棋や折り紙などの体験コーナーも設けられ、会場は日本文化を楽しむ来場者でにぎわいました。
クレアパリ事務所は、ストラスブール市からお声がけいただいたことをきっかけに、初めてブースを出展しました。スト

ラスブール市が交流を行なっている鹿児島市を紹介する隣で、我々は日本全国の自治体パンフレットの配布に加え、日本酒
や梅酒の試飲を通じて日本各地の魅力を発信しました。日本酒を飲み比べした来場者からは「どれも味わいが異なって美味
しい」といった声が寄せられ、好
評を博しました。また、梅酒につ
いても「ワインのようで飲みやす
い」との感想が多く聞かれました。
今後もパリ事務所では、ストラ

スブール市をはじめ、フランスの
自治体との連携を深めていくとと
もに、さまざまなイベントを通じ
てフランスにおける日本の魅力発
信に取り組んでまいります。

ニューヨーク事務所

パリ事務所

ジャパンパレード アンド ストリートフェアにブース出展しました

Japan Week-end に出展しました

にぎわいをみせる長崎県のブース

来場者に自治体の PRをするクレア職員

日本各地の魅力を紹介したクレアブース

日本風に装飾されたクレアブース
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ロンドン事務所

クレアロンドン事務所は、３月 18日に「JST2026 Feedback & Alumni Reunion」を開催しました。本イベントは、クレ
ア東京本部が主催する「海外自治体幹部交流協力セミナー」（ロンドン事務所管内）に参加した英国自治体などの幹部職員を対象
に、日本に対する関心の維持や当事務所との関係強化を目的としています。
当日は、2025 年度セミナー（テーマ：仙台市における国際的観光誘客と産学官連携の取組）の参加者によるセミナー概要の

説明とパネルディスカッションを実施しました。パネルディスカッションでは、日本訪問で印象に残ったことや日英双方の自治
体政策の違いについて触れ、それらを所属組織の業務に
どのように生かしていくかといったことなどについて、
聴講者も交えて意見が交わされました。特に、仙台市が、
東日本大震災からの復興を成長の機会と捉え、大学や民
間企業と連携して研究・イノベーションの拠点化を推進
していることが強く印象に残った様子でした。
また、日本の自治体関係者とのネットワーク構築を

図ることができる点にセミナーの意義を見出す参加者
もおり、自治体間交流の重要性を再認識する有意義な
機会となりました。

４月 24日から 26日にかけて、韓国釜山市で開催された「2026朝鮮通信使祭り」に参加しました。
朝鮮通信使とは、かつて朝鮮王朝が日本幕府に派遣した、総勢 400人から 500人規模の外交使節の通称であり、日朝両国に

おける平和構築に貢献した出来事として、ユネスコの「世界の記憶」に登録されています。
釜山港開港 150年にあたる本年は、「海を越えて人をつなぐ」をテーマに開催され、静岡市、岡山県瀬戸内市、山口県下関市、

長崎県、長崎県対馬市、長崎県壱岐市など、朝鮮通信使にゆかりのある自治体関係者とともに、再現パレードや、釜山国立国楽
院での特別公演を観覧しました。
また、釜山・日本・台湾の海洋都市の文化企画

者が集まり、海洋都市間の文化交流や、芸術ネッ
トワークについて討論が行われました。人と人と
のつながりや文化、歴史を次世代へ継承し、さら
に発展させていくことの重要性について理解する
有意義な時間となりました。
今回の参加は、朝鮮通信使の歴史に触れるとと

もに、日韓における自治体間交流のあり方につい
て、改めて考える貴重な機会となりました。

フィリピンのマニラで、４月 25日に「Matsuri in Manila 2026」が開催されました。2026 年は日本とフィリピンの国交
正常化 70周年という節目の年となり、クレアシンガポール事務所もブースを出展し、日本全国の観光情報を紹介しました。当
日は約２万 5,000 人が来場し、会場は終始多くの人でにぎわいました。特に暑い時期の開催となりましたが、当事務所のブー
スにも多くの人にお立ち寄りいただき、400 部持参したパンフレットはすべて配布することができました。来場者からは「雪
を見に日本へ行きたい」などの声も寄せられ、
日本への関心の高さを感じました。また、けん
玉体験も大変好評で、順番を待ちながら楽しそ
うに挑戦する姿が見られました。会場では日本
のアニメも人気を集め、キャラクターの衣装を
身に着けた来場者の姿も多く見られるなど、日
本文化が広く親しまれている様子が印象的でし
た。来場者との交流を通じて、日本各地の魅力
発信につながる貴重な機会となりました。

ソウル事務所

シンガポール事務所

「JST2026 Feedback & Alumni Reunion」を開催しました

2026 朝鮮通信使祭りに参加しました！

マニラでのイベント出展を通じた日本各地の魅力発信

会場の様子 パネルディスカッションの様子

海洋都市文化企画者フォーラムの様子

クレア職員が紹介している様子 会場の様子

再現パレードの様子
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クレアシドニー事務所は、５月５日にオフィスを移転しました（新住所：Level 13, 115 Pitt Street, Sydney NSW 2000）。
新オフィスは、引き続きシドニー中心部に位置しており、シドニー国際空港から電車で約 30分とアクセスも良好なほか、在シ
ドニー日本国総領事館をはじめ、日本貿易振興機構（JETRO）
や日本政府観光局（JNTO）のシドニー事務所などの政府関係
機関からも至近で、利便性の高い立地となっています。
オフィス内には、20 人程度で利用可能な会議室に加え、

６人程度で利用可能な打合せスペースも備えており、出張時の
関係者との打合せや、日本とのオンライン会議などの場として
も活用できます。
今後も、日本の自治体の皆様とオーストラリア・ニュージー

ランドの皆様との交流・連携を後押しする拠点として、役割を
果たしてまいります。シドニーにお越しの際は、ぜひお気軽に
お立ち寄りください。

JET プログラムでは、2025 年度に外国語指導助手（ALT）、国際交流員（CIR）、スポーツ国際交流員（SEA）として約
5,900 人の参加者が日本全国で活躍しました。
今回、４月から全国各地の任用団体に配属される新規 JET プログラム参加者に

対するオリエンテーションを４月 13 日と 14 日の２日間にわたって開催しま
した。
アメリカ、中国、韓国など 12カ国 75人の新規ALT およびCIR が参加し、組

織や地域で活動するための心構えや日本のマナーをはじめ、学校現場での指導方
法、翻訳・通訳業務のノウハウなどそれぞれの職種に合わせた実践的な研修も受
講しました。１日目の夜には交流会を開催し、近隣の任用団体へ配属される参加
者同士で交流を深めました。
２日間の研修を終えた参加者は、それぞれの配属先へと旅立ち、今後の活躍が

期待されます。

４月 24日から 10日間にわたり、北京国際汽車展覧会（北京モーターショー）が開催され、約 128万人が来場しました。本
展覧会は、北京と上海で毎年交互に開催されており、中国のほか、日本やドイツ、アメリカなどの主要自動車メーカーも出展し
ていました。主催者によると、展示場の展示面積は約 38万㎡、展示台数は 1,451 台と、北京モーターショー史上最大規模であ
ると同時に、世界最大規模のモーターショーとなったとのことです。
2025年の中国のNEV（新エネルギー車）の販売台数は 1,649 万台と 11年連続で世界１位を維持しており、モーターショー

においてもNEVの展示が目立ちました。NEVに不可欠な電池の展示もあり、中国の EV大手 BYD系列の企業が、マイナス
30℃の環境下でも 12分で残量 20％から 97％まで充電できる新型電池の展示を行っていました。
また、智能化（スマート化）も一つの特

徴で、自動運転レベル４（特定条件下で完
全自動運転）に対応した自動車が展示され
ていたほか、通信機器大手のファーウェイ
が自社OSを搭載した自動車を展示するな
ど、AI やソフトウェア技術を利用した自動
車の展示も目立っていました。
今後も、新エネルギーだけでなく、デジ

タルやAI を活用した中国の自動車産業の発
展が注目されます。

シドニー事務所

JETプログラム事業部

北京事務所

オフィスを移転しました！

４月の来日直後オリエンテーションを開催しました！

中国の自動車産業における新エネルギー車の動向とスマート化

新事務所の案内

－ 30℃における急速充電の様子 自動運転対応車の展示

開会式の様子
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国際関係の業務に携わる自治体職員の国際儀礼（プロトコール）に関する知識の向上を目
的として、５月18日にオンラインによるプロトコールセミナーを開催しました。
外務省大臣官房儀典調整官兼儀典外国公館室長 宮川清巳 氏を講師に招き、表敬訪問におけ

るプロトコールの基本知識や、海外からの来客の正しい対応についてご説明いただきました。
定員を当初の300人から 500人に増やしましたが、定員を上回る申込があり、関心の高

さがうかがえるセミナーとなりました。アンケートでも、回答者の９割以上が「大変参考になっ
た」、「参考になった」と回答するなど、大変好評でした。
今後も、自治体職員の皆様のニーズに応える有意義な研修を企画してまいります。

クレアでは、昨年度に引き続き「英国多文化コミュニティ政策交流
プログラム」を開催します。このプログラムは、これまで数多くの移
民を受け入れてきた歴史的にさまざまな背景をもつ英国で、現地を訪
れ、関係者との意見交換などを通じて、先進的な取り組みを学び、日
本の地方公共団体などにおける多文化共生施策の企画立案などに寄与
することを目的としています。ぜひ、ご参加ください！

開催期間：2026年 9月 21日（月）から 9月 26日（土）（6日間）
申込期限：2026年 7月 10日（金）
対　　象：�地方公共団体職員および地域国際化協会・市区町村国際交

流協会などの職員

今年度の実施要領や昨年度の報告書は、多文化共生
課のホームページ（右図二次元バーコード）で公開して
いますので、ぜひご覧いただき、参加をご検討ください。

市民国際プラザでは国際協力、多文化共生の推進の
ため、自治体とNGO/NPOなどとの連携を支援して
います。相談も随時受け付けていますので、お気軽に
ご連絡ください！
■相談受付（電話、メール、来館、zoom）
 ・�多文化共生、国際協力における自治体と NGO/
NPOとの連携など

 ・先進事例の照会
 ・NGO/NPOなどの団体情報について
 ・SNS、メルマガでのイベントなどの広報について
 ・�地域国際化協会・国際交流協会の取り組みについ
てのご相談

http://www.plaza-clair.jp/
 ・来館、zoom相談は事前にご予約ください

市民国際プラザ相談風景

セミナーの様子

訪問先で説明を受ける様子

自治体における国際交流や国際協力の活性化を図ることを目的として、オンラインセミナーを開催します。詳細・登録方法な
どは各ホームページにて、順次お知らせします。多くの自治体、地域国際化協会などの皆様のご参加をお待ちしております。
・「オンライン交流セミナー」
　日　時：2026年７月 14日（火）午後２時から午後３時
　形　式：Zoom
　概　要：「第 20回自治体国際交流表彰」受賞３団体による交流事例紹介
　Ｈ　Ｐ：http://www.clair.or.jp/j/exchange/shien/online_seminar.html

・「国際協力推進セミナー」
　日　時：2026年７月 29日（水）午後２時から午後４時
　形　式：Zoom
　概　要：「自治体国際協力促進事業（モデル事業）」採択２自治体・団体による国際協力事例紹介 
　Ｈ　Ｐ：https://www.plaza-clair.jp/information/contents/00117968.html

交流支援部

多文化共生課 市民国際プラザ

プロトコールセミナーを開催しました！

オンラインセミナーを開催します！

「英国多文化コミュニティ政策交流プログラム」
参加者募集！

【ご相談を受け付けています】
市民国際プラザ

オンライン交流
セミナー
ホームページ

国際協力推進
セミナー
ホームページ
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